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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・六角堂祭の案内がWIZに掲示されている。4月20日　13：00～開催予定。詳細は各自で確認すること。
・自動ドアの修理は終了しているが、テンキーはまだ故障中。日にちは未定だが、近日修理予定となっている。

・畑の企画書を作成し、小嶋に提出してください。

・花見やGWが近づいているため、行事内容について利用者様と話しあい、口頭で3/12（月）までに小嶋に報告してください。

・移山寮の特定相談員三浦氏が3月末で退職となり、担当利用者は今後青明舎が引き継ぐ予定とのこと。

［研修］
・3/6 （火）　第7回法人研修｢防犯について｣　ビデオ研修：3/8

・3/15（木）　八戸胸部疾患懇話会　場所：八戸グランドホテル

・3/25（日）　外部研修　認知症フォーラム　　場所：ユートリー
[提出物]

・転倒・転落アセスメント⇒2/28（水）までに実施し3/7までにアップロードをして小嶋に報告してください。
・LASMI⇒2/28（水）までに実施し、アップロードし、小嶋に報告してください。

その他、各疾病ごとの評価用紙を用いて評価をし、電子カルテの「その他評価①」にアップロードしてください。

・2月月報⇒3/2（金）

・2月経過録⇒3/8（木）までにアップロードをし、小嶋に報告をしてください。
＜利用者情報＞
デイケア
・淡路智恵子様～以前デイケアを利用していた利用者が亡くなったことを知り、ショックで泣いたと話している。そのことが影響してか、普段なら昼食費を小銭で払うことができていたが、お札で支払っている。冨田様がグループホームに戻ってきたこともあり、時期的に不安定となりやすいため、言動に注意をしていく。
・我満奈津紀様～相談があるとのことで10時過ぎに交際相手と一緒に来所している。現状について報告があり、娘様が仕事を休むことが増えており、一緒に気分が落ち込むことがあるとのこと。どうにか娘様をサポートしなければと思うが、自分の仕事もうまくいかず、焦りが強くなったと話している。本人の訴えを傾聴し、今後は気分転換を図るために通所してエアロビに参加することや、デイケアで話すことで焦りを解消していってはどうかと提案している。3月はデイケアを使いたいと話している。

・根地戸　恵様～昼食を持参し忘れたとのことで昼食時間に外に出かけているが、交際相手と一緒に戻ってきており、外食したと話している。天気が悪いため、交際相手を青陽館に入れてほしいと話しているが、利用規約や個人情報保護の観点から難しいことを説明。交際相手は了解しているが、本人は理解できずにいる。その後からスタッフの不満や「なぜ私の邪魔をするのか」などと被害的な訴えを述べている。担当スタッフを見ると態度を変え、「具合が悪い」とは話していたが普段どおりの表情を見せている。

・成田　早希様～昨日より微熱があり、天気との兼ね合いもあり病院に行ったほうがよいか助言が欲しいと電話がある。インフルエンザの可能性もあるため、天気を見て行くことができそうであれば、受診したほうがよいことを伝えている。その際に、昨日相談した件について「疑心暗鬼だったのかな」と話していたとのこと。

・関向　智　様～母が甲状腺癌で、3/4に八戸市民病院に入院し、3/6が急遽手術の予定となったことを報告している。昨日の外来受診では、イライラ時の頓服が処方となっていることから、不安が募っていることが考えられる。就労についても勧めているため、あわただしいことが原因であることが考えられる。自分から不安や焦り、イライラ感を言葉にするタイプではないため、スタッフから声を掛けていく。

・松倉　健一様～薬の空包を持ってくるように言われ、昨日持参している。利用時には空包を持ってくるように声掛けを毎度していく。疎通性が改善され、薬も飲むことができており、良い変化が見受けられる。

デイナイトケア
・鈴木真知子様～昨日帰荘後に失禁があったと青風荘より情報提供がある。本日、健康チェックを行っており、体重が1.8Kg増加している。

・板橋　利美様～昨日の夕食は全量摂取している。青風荘からの情報によると、朝食は主食1/2程度残し、昼食はつけもののみ残している。昼食後に体の痛みを訴えており、左側の肩、背中、腰が痛いと話している。今後、整形外科を受診予定であるため、青風荘に情報提供していく。
・倉石ヨシエ様～青風荘からの情報によると、今朝「クリスマス会で神様に服をとられた」と話していたとのこと。その後は同様の訴えはない。デイナイトケアでは活気がなく、テーブルに伏せていることが普段よりも多い。精神症状の観察をしていく。
・大下　良悦様～昨日、食事当番であったためか、動きが止まることやしかめた顔をしていることがあった。また、自己中心的な発言や岩城敏夫様に対して高圧的な態度をとっていたとのこと。スタッフの見ていないところで他利用者に対して高圧的態度や自己中心的な行動をとっていることがあるため、他者との関係性に注意していく。

・岩城　敏夫様～尿漏れはないが尿がでている感じがあるとのことで、来週泌尿器科を受診する予定となっている。

・千葉　輝夫様～本日午前中、居眠りが多く、傾眠程度ではなくぐっすりと眠っている様子があり、夜間眠れて眠ることができていないことが考えられる。午後も様子を観察してく。

・馬渡　武光様～身障者用トイレでくつを雑巾で拭いていることがあり、排尿に失敗した可能性がある。その雑巾はキッチンスペースで使用する雑巾であり、衛生面での指導が活かされていない。排泄後に手を洗わないことやごみをあさったりと引き続き衛生面での指導は必要である。排泄の失敗に関しては、青風荘スタッフより尿とりパットを勧められているが、拒否的であるとのこと。自尊心と関係していると思われるため、パット利用のメリットを伝えていくようにアプローチしていく。

ナイトケア
・八木橋牧雄様～体重が減少しており、「すい臓と関係あるのかな？」と話している。すい臓との関連性が考えられることを言われると「やっぱりそうか」と話している。他者がいる前で抗がん剤の話をしていることがある。トイレに15分ほど篭ることが2度あり、排泄に時間がかかったことを話している。眠気の訴えがあり、体力面の低下や薬剤の影響が考えられるため、薬が変わった際は教えてもらえるように伝えていく。
その他

・日向端庸男様～青山荘高橋氏と特定相談員三浦氏とデイケア利用について検討。主治医からも利用指示があり、4月から毎週火曜日利用で準備を進めていく。

・下川戸長司様～西病棟に入院中で主治医よりデイケア利用の準備を進めるように指示があったが、担当予定スタッフが本人に利用について確認すると、知人の仕事を手伝うため、利用意思がないことを言葉にしている。主治医に情報提供していく。
＜事例検討＞

カンファレンスシート（磯島　貴広様）
実施日：H30年3月1日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：慶長

検討内容　目標・計画の確認

	氏名
	磯島　貴広
	性別
	男
	年齢
	45
	生年月日
	S47.6.14

	主病名
	統合失調症
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得　対人交流技能の維持向上　作業遂行能力の維持向上　病識を身につける　社会資源の利用

	本人希望
	今の生活を続け、後々仕事をしたい。

	入院歴
	計4回（最終：H28年11月30日～H30年1月28日）

	通所歴
	2回目

今回：H30年2月1日～現在（週4回/月、火、水、木曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護：毎週金曜日

	住居：市営住宅で家族と同居
	家族構成：母、弟

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	他　自立支援医療、生活保護受給中

	備考

八戸市にて同胞2名の第一子として出生。本人2歳時に叔母の養子縁組となる。幼少時より、自宅の金銭を盗むことや包丁を持ち出して家族に金銭の要求をするなどの行動があり、11歳時に養子縁組を解消。その後は父・母・弟と生活。家庭では父親と喧嘩になることが頻回で、自室に篭もるが多くなり、S61年4月に黒田内科受診。中学校に進学するが、通学は殆んどない。H2年に両親離婚し弟と共に母親に引き取られる。中学校卒業後は職を転々とし、被害妄想による他者トラブルが度々あった。H17年12月頃より上記症状が強まり、H18.9.29保健所職員警察官が同行して当院を初診して同日入院。H19.7.21退院後通院服薬中断により症状再燃し、3回の入院歴がある。H24.12.25自宅退院し、H24.12.26デイケア利用開始。

デイケアでは日中活動と身体管理を目標とし、体重を気にしながら各種プログラムに参加している。H28.4月後半頃より、過去の借金返済の問題があり利用頻度減少。H28.11月頃目処がつき利用頻度は増加。同時期より、訪問看護から自宅で独語活発で精神症状悪化が考えられるとの情報があったが、デイケアではない。事実確認は出来ていないが、弟様から受ける暴力から逃げたいとのことで青山荘入所を希望。H28.11.30当院入院となり、デイケア利用中止。入院後、服薬継続の必要性を理解し忘薬や問題行動はないが、病識は乏しい。病状安定し、自宅への受け入れ態勢が整った事から、外出泊訓練・デイケアの体験利用を実施。H30.1.28自宅退院となり、H30.2.1よりデイケア利用開始予定としている。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持し、今後の就労に向けた準備を行っていく。
	①現在の体重を維持し、身体機能の向上を図る。
	①食事・間食量に注意し、運動を行いながら、体重増加を防ぐ。
	①運動療法に参加しデイケアにて運動を行っていく。定期的に体重測定をし、増加傾向がある際には食事・間食量に注意しながら体重増加を防いでいく。スタッフは体重変化の状況に注意し、食事、運動のアドバイスをしていく。

	
	②安定した病状を維持する。
	②不調や気になることを感じた際に適切な対処が行えるようになる。
	②不調や気になることがある際には自分から相談する。スタッフは相談があった際に対処法を一緒に検討しつつ、適切な対処を行えるよう促していく。

	
	③就労に向けた準備をしていく。
	③今後の就労に向け、自身の考え、意識を高めていく。
	③今後の就労に向けて、自身の考えを具体的にまとめていく。スタッフは定期的に面談を行い、実現に向け何を準備していけばよいのか、本人と話し合い検討していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①食事・間食量に注意し、運動を行いながら、体重増加を防ぐ。
	・体重については、退院時68.7㎏、利用開始2/1時71.8㎏、3/1時73.5㎏となっている。血糖の数値に関しては、詳細不明。
・本人は自宅で散歩をする等の運動をしたり、間食を少なくしている等の対処をしているとのことで、問題ないと話している。
・デイケアでは各プログラムに参加しており、運動を行っていることはあるが、トイレに籠っている時間も多い。運動参加時の動作は小さいことが多いが、参加すると時間終了まで取り組むことは出来ている。
・達成度60%
	当院退院後から体重が増加傾向にある為、運動療法への参加を促しつつ、食事・間食についての状況を確認する必要がある。また、血糖値に関して確認していく必要がある為、血糖値の確認も目標に組み込み、詳細を確認することとする。

	②不調や気になることを感じた際に適切な対処が行えるようになる。
	・利用開始時から大きな変化はなく、不調や気になること、不安など、本人から訴えが聞かれることはない。各プログラムに参加しているが、トイレに籠っていることが目立つ。今までデイケアで病状悪化による行動が見られることは少なかったが、その際に見られたのはトイレで自身の足に水を掛けている行動だった。
・利用開始前のケア会議では、入院の理由を弟に自宅のシンクや冷蔵庫を壊したのを自分のせいにされたと話しており、入院理由だった青山荘への入所や弟様からの暴力について話すことはない。状況を振り返ろうとしても、同じ理由を繰り返し訴え、精神的な不調は何もないと強く訴えている。
・達成度：30%
	今後も目標計画を続け、病識の獲得、病状悪化時の対処能力の獲得を目指していく。

	③今後の就労に向け、自身の考え、意識を高めていく。
	・本人希望で、後々施設利用でも就労をしたいとの希望が聞かれているが、まずは現状の生活を維持していきたいと話している。具体的な仕事への希望は聞かれることはない。

・達成度：0%
	まずは現状の生活を維持することを希望している為、今後も目標計画を継続し、本人の意向を確認していきながら、意見が聞かれた際には具体的な対処方法を一緒に検討していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持し、今後の就労に向けた準備を行っていく。
	①現在の体重を維持し、身体機能の向上を図る。

現在体重
	①食事・間食量に注意し、運動を行いながら、体重増加を防ぐ。
	①運動療法に参加しデイケアにて運動を行っていく。定期的に血糖値の確認と体重測定をし、増加傾向がある際には食事・間食量に注意していく。スタッフは体重変化の状況に注意し、食事、運動のアドバイスをしていく。

	
	②安定した病状を維持する。
	②不調や気になることを感じた際に適切な対処が行えるようになる。
	②不調や気になることがある際には自分から相談する。スタッフは相談があった際に対処法を一緒に検討しつつ、適切な対処を行えるよう促していく。

	
	③就労に向けた準備をしていく。
	③今後の就労に向け、自身の考え、意識を高めていく。
	③今後の就労に向けて、自身の考えを具体的にまとめていく。スタッフは定期的に面談を行い、実現に向け何を準備していけばよいのか、本人と話し合い検討していく。








